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研究要旨 

 ゴナドトロピン分泌異常症の現行の診療ガイドラインの問題点を明らかにし、診療ガイドラインの改定版

を作成した。 

 

Ａ．研究目的 

    ゴナドトロピン分泌異常症の現行の診療ガイ

ドラインの問題点を明らかにし、改定版を作成する。 

 

Ｂ．研究方法 

    最新の文献や諸外国の診断基準を参考にして、

現行のゴナドトロピン分泌異常症の診療ガイドラ

インにおける問題点を明らかにし、これまでの当研

究班における議論も踏まえて改定版を作成した。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

   下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の定義及び小児

における中枢性思春期早発症の定義、これら疾患の

診断等に配慮した診断基準改定版を作成した。治

療においては、男性ゴナドトロピン分泌低下症、小

児女性ゴナドトロピン分泌低下症、成人女性ゴナド

トロピン分泌低下症と分けて記載し、他学会の手引

きとも整合性がとれるように配慮した。改訂版は日

本内分泌学会の承認を経て公表した。 

 

Ｄ．考察 

今回の作業では、新たなエビデンスや欧米のガ

イドラインを参考にしつつも、本邦でのこれまでの

取り組みも踏まえて改訂版を策定した。 

 

Ｅ．結論 

  ゴナドトロピン分泌異常症の現行の診療ガイ

ドラインの問題点を明らかにし、改定版を作成、日

本内分泌学会での承認が経て公表した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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蔭山 和則、大門 眞 下垂体前葉の構造と機能 

内科学書 第 9版 5 34 2019 年 8 月 

 

蔭山 和則、大門 眞 下垂体前葉の機能検査法 

内科学書 第 9版 5 35-38 2019 年 8月 

 

2. 学会発表  

蔭山 和則、大門 眞 サブクリニカルクッシング病

の病態とその診断・治療 第 92 回日本内分泌学会

学術総会 2019 年 5 月 仙台 

 

大山健一、廣畑倫生、小川真澄、江戸直樹、高橋論、

盛田幸司、石川敏夫、斉藤光次、笹島ゆう子、近藤

福雄、井野元智恵、寺本明、長村義之、松野彰 ト

ルコ鞍部嚢胞性腫瘍の一例 第 92回日本内分泌学

会学術総会 2019 年 5 月 仙台 

 

服部裕次郎、田原重志、喜多村孝雄、久保田麻紗美、

石坂栄太郎、井野元智恵、長村義之、森田明夫 下

垂体細胞腫(pituicytoma)の臨床病理学的検討 

第 92 回日本内分泌学会学術総会 2019 年 5月 仙

台 
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井野元智恵、長村義之 間脳-下垂体系の診断と治

療の up-date, 下垂体炎の病理診断 第 46 回日本

神経内分泌学会 2019 年 10 月 東京 

 

蔭山 和則 クッシング病診断の手引き改訂とその

エビデンス 第 29回日本内分泌学会臨床内分泌代

謝 Update 2019 年 11 月 高知 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし

 

  


